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1１．復興と廃炉の両立に向けた福島の皆さまへの『お約束』

• 福島第一原子力発電所は、これまで目の前のトラブル対応に注力。

• 現在は現場も落ち着き、計画的な作業が可能になったことから、廃炉中長期実行
プランと合わせて公表(2020年3月)。



ひらく

2２. お約束の3つの柱と主な活動

地域の皆さまにとって、
もっとひらかれた
廃炉の現場に

地域の安全・安心
を最優先に

• 事業見通しの積極的な公開

• オープンな参入環境の整備

• 地元経済の基盤創造

• 人材育成

• 計画的な廃炉

• 地域の安全・安心の確保

福島の復興を加速していくには、この地で廃炉関連産業が活性化し、雇用や技術が
生まれ、その成果が他の地域や産業に拡がることが重要。

つくる
地域の一員として、
地域の未来づくりに

やり遂げる



3３. 事業見通しの積極的な公開 取組み状況

地元企業の皆さまが福島第一廃炉事業にご参画しやすくなることを目的とした廃炉中
長期発注見通しの説明を実施。

ひらく

• 「廃炉中長期実行プラン2020」では、向こう10年程度の廃炉全体の
主要な作業プロセスを公開

廃炉全体の主要な作業プロセス

（例．プール燃料取り出し）



4３. 事業見通しの積極的な公開 取組み状況

ひらく

• 主要な作業プロセスひとつひとつに対して必要な調達内容がみえて
きたものから細分化してご説明

細分化 工法・装置等の設計

特別製作装置等の調達

現地工事

主要な作業
プロセス

• 2020年度から元請企業説明を実施

2020.9・ 2021.3 (元請企業2回)



5３. 事業見通しの積極的な公開 取組み状況

ひらく

• 廃炉中長期発注見通し資料をわかりやすく説明するためのオンデ
マンドコンテンツ製作を進めています。


